
令和８年度相馬市働き方改革推進プロジェクト業務委託 

公募型プロポーザル 

 

質  問  回  答  書 
 

ページ 

・項目等 

質問事項 回答 

実施要領 

2 ページ 

 

６「企画提案書（Ａ４版２０ページ程度）」と

は表紙や目次を除いて、20 ページ程度

との理解でよろしいでしょうか。 

表紙や目次を除いた枚数としてご理解いた

だいて差し支えありません。 

実施要領 

4 ページ 

プロポーザルのプレゼンテーションの日

程はいつ確定しますか。 

4 月 13 日～15 日の中で、ある程度日時

を希望することは可能でしょうか。 

確定は４月８日の企画提案書の提出〆切後と

なりますが、第１候補日程を４月１４日（火）の

午前中とします。 

日時のご希望は受付できませんので、ご対応

をお願いします。 

仕様書 

1 ページ 

「経済団体はじめ各種支援団体などを巻

き込み」と書かれていますが、相馬市が持

っているネットワークを活用しながら、受

託者と連携しながら進める形を想定して

いますでしょうか。 

ご認識のとおりです。具体的には、市が中心

となり相馬商工会議所と相馬市誘致企業連

絡協議会のネットワークを活用し、市内企業

への周知を行いますが、受託者との連携によ

り、効果的な発信ができることを期待します。 

仕様書 

2 ページ 

「講座修了後、自力で取組を推進できる

よう、受託者が継続的にフォローアップを

行うこと」とありますが、どのくらいの時

間や頻度・方法でのフォローアップを想定

されていますか。 

本業務の範囲として、受託者がセミナー参加

企業へ個別のフォローアップを行うことは想

定しておりませんが、セミナー終了後も、個別

に質問への回答や無料のアドバイスができる

体制があれば望ましいと考えています。 

また、セミナー参加者へ、受託者が本業務の

範囲外で実施する各種イベントや有料サービ

スなど、働き方改革推進のために有用な情報

提供を定期的に行うことが望ましいと考えて

います。 

仕様書 

1 ページから

3ページ 

中間共有会、最終共有会で発表する企業

は伴走支援のモデル企業のみで、企業内

推進リーダー育成セミナーに参加した企

業は含まないという認識でよろしいでし

ょうか。 

中間共有会、最終共有会で発表する企業は、

伴走支援のモデル企業のみを想定していま

す。 

仕様書 

5 ページ 

「⑤ その他市が指定した電子データ」は、

どのようなものが想定されますか。 

４業務の内容 ①～⑦を実施するために作成

した資料を想定しています。 



委託仕様書 

１ページ 

 

１ 事業の趣

旨及び目的 

関連 

 

委託仕様書の「１ 事業の趣旨及び目的」

の中で、市民アンケートの結果として「雇

用に関して市民と企業の間にアンマッチ

がみられる」という分析がありました。 

市民は企業（働く場）に対して、企業は市

民（働く人）に対して具体的にはどのよう

な不足感を感じアンマッチが生じている

のか、差し支えない範囲で教えてくださ

い。 

例えば、市民は企業に対して「十分な給与

をもらえる働く場がない」「労働時間の長

さや休日の少なさから働ける場がない」

というようなことを感じることが想定さ

れます。 

また、企業は市民に対して「若い人材を求

めているが応募がない」「即戦力を求めて

いるが経験者の応募がない」というよう

な不足感があると想定しています。 

ご回答よろしくお願いいたします。 

市が実施したアンケートでは、市民と企業が

感じる不足感の定量的な分析はできておりま

せんが、下記のような状況が見られます。 

●市内の誘致企業において、求人募集に対し

て慢性的に応募が下回る状況となっていま

す。 

●一方、市民からは、「若者の働く場が少な

い」「給与面で期待できない」「女性の働く場

が少ない」といった声が挙がっています。 

●福島県が実施した若年層向けのアンケート

結果（※）では、県内企業への就職・転職を検

討したものの、就職・転職に至らなかった理由

として、「都市部と比べ給料が低かったから」

「入社したい企業がなかったから」「希望する

職種の求人がなかったから」といった理由が

上位となっており、当市企業への就職（U ター

ン）を希望する方においても同じ状況と推察

されます。 

※福島県人口ビジョン（令和６年１２月更新）P.66 

●当市では、相馬中核工業団地に、製造業を

中心とした企業を誘致しておりますが、若者・

女性が求める業種・職種に対するイメージと

のギャップや、企業側に残るアンコンシャス・

バイアスが、若者・女性の採用が進まない要因

の一つと考えています。 

 

当市としては、本事業を通じて企業の意識改

革と職場改革の実践を図り、さらにその成果

を PR することで、業種・職種にとらわれず、

若者・女性が働きたいと思える職場を増やし

ていきたいと考えています。 

 


